
様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   下水道局         課・所・室名   荒川右岸下水道事務所     

 

事業の種類   ５ 下水道の整備 事 業 名   荒川右岸流域下水道 

事業の規模  約 18,924.5ha、1,430,210 人 実施場所   川越市外９市３町 

計 画 期 間  昭和４６年度～令和４年度 段 階  設計・施工段階 

事業の概要： 

  県の中央西部地域の川越市外９市３町において、公共下水道事業で集められた下水を流域下水道の管渠に

受け入れ、和光市と川越市にある終末処理場で処理し、処理水を一級河川新河岸川と不老川に放流する事業

である。 

  現在、流域下水道管渠や終末処理場等の施設の改築・修繕及び増設を行っている。 

 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を進めるとともに、環境対策型建設機械の使用に努めている。 

 ・廃棄物の減容化と資源の有効活用のため汚泥処理施設の改築・修繕工事等を施工した。 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 荒川右岸下水道事務所（設計・施工段階） 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 

 

 

 

✓ 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○     

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ ✓ ✓ 

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○   

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○  ✓ ✓ 

② 工事に再生砕石を使用する。  ○  ✓ ✓ 

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○  ✓ ✓ 

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○  ✓ ✓ 

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○   

⑪ 焼却炉の自燃運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇 ✓ ✓ 

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事
項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○   

② 渇水時に処理水を活用する。   ○   

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ -  

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○  ✓ ✓ 

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

- 

 

 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェスタ等を開催する。   ○   

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○ ✓ ✓ 

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○   

③ 下水道局ホームページにより情報を提供する。   〇   

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○   

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○   

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100 17 17 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 

２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 
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総合評価 5 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   下水道局         課・所・室名   荒川右岸下水道事務所     

 

事業の種類   ５ 下水道の整備 事 業 名   荒川右岸流域下水道 

事業の規模  約 18,924.5ha、1,430,210 人 実施場所   川越市外９市３町 

計 画 期 間  昭和４６年度～令和４年度 段 階  管理段階 

事業の概要： 

  県の中央西部地域の川越市外９市３町において、公共下水道事業で集められた下水を流域下水道の管渠に

受け入れ、和光市と川越市にある終末処理場で処理し、処理水を一級河川新河岸川と不老川に放流する。 

  現在、流域下水道管渠や終末処理場等の施設の改築・修繕及び増設を行っている。 

 

 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・高度処理水を不老川の浄化用水として利用し、河川の水質改善を図った。 

・事務所のホームページにより、県民に対して情報を提供している。 

・下水道施設の見学会を実施し、県民に対して下水道の普及啓発を行っている。 

・廃棄物の減容化と資源の有効活用のため汚泥処理施設を適切に管理した。 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

・下水処理施設の覆蓋上部について公園として整備することとしている和光市に対し、引き続き事業促進に協

力する。 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 荒川右岸下水道事務所（管理段階） 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○     

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ ✓ ✓ 

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○ -  

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

- 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○    

② 工事に再生砕石を使用する。  ○    

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○    

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○    

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○ ✓ ✓ 

⑪ 焼却炉の自燃運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇 ✓ ✓ 

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事
項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○ ✓ ✓ 

② 渇水時に処理水を活用する。   ○ ✓ ✓ 

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ -  

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○    

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

- 

 

 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェスタ等を開催する。   ○ ✓ ✓ 

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○ ✓ ✓ 

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○ ✓ ✓ 

③ 下水道局ホームページにより情報を提供する。   〇 ✓ ✓ 

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○ ✓ ✓ 

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○ ✓ ✓ 

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100 20 20 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 

２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 
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総合評価 5 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



様式 1(中川計画).doc 

 

様式第１号(第５条関係・個別評価)                        計画 

 

        環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

                                                            部局名  下水道局         課・所・室名 中川下水道事務所 

 

 事業の種類  下水道の整備   事 業 名  中川流域下水道事業 

  事業の規模  約18,377.1ha 約1,307,420人   実施場所  越谷市ほか１０市４町 

  計 画 期 間  昭和４７年 ～ 平成３２年度   段  階  計画段階 

事業の概要： 

 越谷市ほか１０市４町の流域関連公共下水道で集めた汚水を中川流域下水道の管渠に受け入れ、三郷市に位

置する中川水循環センターで汚水を再生（現在：標準活性汚泥法・高度処理、将来：高度処理）して中川に放

流する事業である。 

 現在、流域下水道管渠や終末処理場等の施設の改築・修繕及び増設を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 総合評価   ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 

 特に配慮した事項 

・中川の水質環境基準（項目：ＢＯＤ）を達成するために、水処理施設（高度処理）を計画した。 

・東京湾の水質環境基準（項目：ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ）を達成するために、水処理施設（高度処理）を計

画した。 

・廃棄物の減量化と資源の有効活用のため汚泥処理施設を計画した。 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１．「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

      なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２．「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に当た

っ   て、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

   なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する

。   総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 中川流域下水道事業(計画段階) 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 

 

 

 

✓ 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○   ✓ ✓ 

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ -  

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○   

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○    

② 工事に再生砕石を使用する。  ○    

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ -  

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○    

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○    

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○ ✓ ✓ 

⑪ 焼却炉の自然運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇   

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事

項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○   

② 渇水時に処理水を活用する。   ○   

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 ○ ○ ○ ✓ ✓ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ -  

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

- 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○ -  

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○    

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェア等を開催する。   ○   

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○   

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○   

③ インターネットなどにより情報を提供する。（下水道ホームページ、降雨情報シ

ステム等） 

  ○ 

 

 

 

 

 

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○   

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○   

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100 7 7 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 

２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 
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総合評価 ５ 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 

 



様式 1(中川設計施工).doc 

様式第１号(第５条関係・個別評価)                      設計施工 

 

        環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

                                                            部局名  下水道局         課・所・室名 中川下水道事務所 

 

 事業の種類  下水道の整備   事 業 名  中川流域下水道事業 

  事業の規模  約18,377.1ha 約1,307,420人   実施場所  越谷市ほか１０市４町 

  計 画 期 間  昭和４７年 ～ 平成３２年度   段  階  設計・施工段階 

事業の概要： 

越谷市ほか１０市４町の流域関連公共下水道で集めた汚水を中川流域下水道の管渠に受け入れ、三郷市に位置

する中川水循環センターで汚水を再生（現在：標準活性汚泥法・高度処理、将来：高度処理）して中川に放流

する事業である。 

 現在、流域下水道管渠や終末処理場等の施設の改築・修繕及び増設を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 総合評価   ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 

 特に配慮した事項 

 

・工事の施工にあたり、建設発生土の工事間流用や再生材の利用等に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１．「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

      なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２．「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に当た

っ   て、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

   なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する

。   総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 中川流域下水道事業(設計・施工段階) 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 

 

 

 

✓ 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○     

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ ✓ ✓ 

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○   

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○  ✓ ✓ 

② 工事に再生砕石を使用する。  ○  ✓ ✓ 

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○  ✓ ✓ 

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○  ✓ ✓ 

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○   

⑪ 焼却炉の自然運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇 -  

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事

項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○   

② 渇水時に処理水を活用する。   ○   

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 ○ ○ ○ ✓ ✓ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ -  

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

- 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○   

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○  ✓ ✓ 

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェア等を開催する。   ○   

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○ ✓ ✓ 

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○   

③ インターネットなどにより情報を提供する。（下水道ホームページ、降雨情報シ

ステム等） 

  ○ 

 

 

 

 

 

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○   

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○   

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100 16 16 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 
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２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 

 

 

総合評価 ５ 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 

 



様式 1(中川管理).doc 

様式第１号(第５条関係・個別評価)                        管理 

 

        環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

                                                            部局名  下水道局         課・所・室名 中川下水道事務所 

 

 事業の種類  下水道の整備   事 業 名  中川流域下水道事業 

  事業の規模  約18,377.1ha 約1,307,420人   実施場所  越谷市ほか１０市４町 

  計 画 期 間  昭和４７年 ～ 平成３２年度   段  階  管理段階 

事業の概要： 

 越谷市ほか１０市４町の流域関連公共下水道で集めた汚水を中川流域下水道の管渠に受け入れ、三郷市に位

置する中川水循環センターで汚水を再生（現在：標準活性汚泥法・高度処理、将来：高度処理）して中川に放

流する事業である。 

 現在、流域下水道管渠や終末処理場の施設の改築・修繕及び増設を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 総合評価   ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 

 特に配慮した事項 

・水処理施設上部の覆蓋に対して、周辺住民が自由に利用できる施設としての活用を進めた。 

・中川水循環センター内でイベント等を開催し、県民に対して下水道の普及啓発を行った 

・廃棄物の減容化と資源の有効活用のため、汚泥処理施設を適切に管理した。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１．「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

      なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２．「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に当た

っ   て、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

   なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する

。   総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 中川流域下水道事業(管理段階) 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○     

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ ✓ ✓ 

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○ －  

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○    

② 工事に再生砕石を使用する。  ○    

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○    

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○    

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○ ✓ ✓ 

⑪ 焼却炉の自然運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇  -  

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事

項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○ ✓ ✓ 

② 渇水時に処理水を活用する。   ○ ✓ ✓ 

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 ○ ○ ○ ✓ ✓ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○    

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェア等を開催する。   ○ ✓ ✓ 

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○ ✓ ✓ 

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○ ✓ ✓ 

③ インターネットなどにより情報を提供する。（下水道ホームページ、降雨情報シ

ステム等） 

  ○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○ ✓ ✓ 

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○ ✓ ✓ 

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100 22 22 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 
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２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 

 

 

総合評価 ５ 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名    下水道局       課・所・室名  荒川左岸北部下水道事務所     

 

事業の種類 ５ 下水道の整備 事 業 名 古利根川流域下水道事業 

事業の規模 2,367.8ha  116,370人 実施場所 久喜市、加須市 

計 画 期 間 昭和５２年度～平成３２年度 段 階 設計・施工段階 

事業の概要： 

 久喜市及び加須市の公共下水道で集めた下水を古利根川流域下水道の管渠に受け入れ、久喜市に位置する

古利根川水循環センターで汚水を処理して大落古利根川に放流する事業である。 

 現在、流域下水道管渠や週末処理場等の施設の改築・修繕及び増設を行っている。 

 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・再生資材を使用し施工した。 

・環境配慮型建設機械を使用して施工した。 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 古利根川流域下水道事業（設計・施工段階） 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○     

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ －  

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

 

 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○   

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○  ✓ ✓ 

② 工事に再生砕石を使用する。  ○  ✓ ✓ 

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ －  

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○  ✓ ✓ 

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○  ✓ ✓ 

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ －  

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○   

⑪ 焼却炉の自然運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇 －  

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事
項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○   

② 渇水時に処理水を活用する。   ○   

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ －  

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○ －  

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○  －  

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェスタ等を開催する。   ○   

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○ ✓ ✓ 

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○   

③ 下水道局ホームページにより情報を提供する。   〇   

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○   

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○   

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100.0 7 7 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 

２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 
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総合評価 ５ 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名    下水道局       課・所・室名  荒川左岸北部下水道事務所     

 

事業の種類 ５ 下水道の整備 事 業 名 古利根川流域下水道事業 

事業の規模 2,367.8ha  116,370人 実施場所 久喜市、加須市 

計 画 期 間 昭和５２年度～平成３２年度 段 階 管理段階 

事業の概要： 

 久喜市及び加須市の公共下水道で集めた下水を古利根川流域下水道の管渠に受け入れ、久喜市に位置する

古利根川水循環センターで汚水を処理して大落古利根川に放流する事業である。 

 現在、流域下水道管渠や終末処理場等の施設の改築・修繕及び増設を行っている。 

 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・大落古利根川の水質環境基準（項目：ＢＯＤ）を達成するために、水処理施設を管理した。 

・廃棄物の減容化と資源の有効活用のため汚泥処理施設を適切に管理した。 

・見学者等トイレに処理水を利用した。 

・事務所のホームページで、県民に対して古利根川流域下水道事業の情報提供を行っている。 

・親子下水道教室、ふれあいホタル祭り等を開催し、下水道事業に対する理解と普及啓発を実施した。 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 古利根川流域下水道事業（管理段階） 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○     

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ －  

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

 

 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○ －  

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○    

② 工事に再生砕石を使用する。  ○    

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○    

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○    

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ －  

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

✓ 

 

✓ 

 

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○ ✓ ✓ 

⑪ 焼却炉の自然運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇 －  

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事
項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○ ✓ ✓ 

② 渇水時に処理水を活用する。   ○ －  

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ －  

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○ －  

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○    

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェスタ等を開催する。   ○ ✓ ✓ 

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

✓ 

 

 

✓ 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○ ✓ ✓ 

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○ ✓ ✓ 

③ 下水道局ホームページにより情報を提供する。   〇 ✓ ✓ 

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○ ✓ ✓ 

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○ ✓ ✓ 

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100.0 11 11 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 

２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 
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総合評価 ５ 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名    下水道局       課・所・室名  荒川左岸北部下水道事務所     

 

事業の種類 ５ 下水道の整備 事 業 名 荒川上流流域下水道事業 

事業の規模 971ha  17,990人 実施場所 深谷市、寄居町 

計 画 期 間 昭和６１年度～平成３２年度 段 階 計画段階 

事業の概要： 

 深谷市及び寄居町の公共下水道で集めた汚水を荒川上流流域下水道の管渠に受け入れ、深谷市に位置する

荒川上流水循環センターで汚水を処理して荒川に放流する事業である。 

 現在、流域下水道管渠や終末処理場の施設の改築・修繕及び増設等を行っている。 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・荒川の水質環境基準（項目：ＢＯＤ）を達成するために、水処理施設（高度処理）を計画した。 

・東京湾の水質環境基準（項目：ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ）を達成するために、水処理施設（高度処理）を計

画した。 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 
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別表－１   ５ 下水道の整備に関する環境配慮方針 

 事業名 荒川上流流域下水道事業（計画段階） 

                                                      

 

基本方向１ 

環境への負荷の少ない地域社会の実現 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 施設の立地に当たっては、周辺の土地利用との整合を図る。 

個
別
事
項 

① 国土利用計画や都市計画などの土地利用関連諸計画との整合を図ることなどによ

り、周辺地域の自然や景観さらには安全性を損なうことのないよう配慮する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 

 

 

 

✓ 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 適切な河川流量の確保など、地域の水循環の保全に配慮する。 

個
別
事
項 

① 流域別下水道整備総合計画に基づく整備を行う。 ○   ✓ ✓ 

② 高度処理水を河川の浄化用水に利用する。（不老川、綾瀬川等） ○ ○ ○ －  

③ 処理場・ポンプ場で雨水浸透施設を整備する。（雨水浸透桝、透水性舗装等） 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

 

 

 

基本的配慮事項３ 

 中水道やせせらぎなどの修景用水として下水処理水の再利用に努める。 

個
別
事
項 

① 「さいたま新都心」に中水の供給を行う。   ○   

② 処理場内のせせらぎ水路や池などに高度処理水を利用する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項４ 

 資源やエネルギーの消費の少ない下水道施設の導入に努める。 

個
別
事
項 

① 工事に使用する型枠を転用する。  ○    

② 工事に再生砕石を使用する。  ○    

③ 処理水を処理場内の雑用水に利用する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

④ 工事の施工に当たって、環境対策型建設機械を選定するなどし、大気汚染、粉じ

ん、騒音・振動等の環境保全に努める。 

 

 

○ 

 

 

 

  

⑤ 建設発生土を公共工事間に流用する。  ○    

⑥ アスファルト殻、コンクリート殻の再資源化を図る。  ○    

⑦ 省エネルギー型の設備を導入する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 

⑧ 資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやすいもの、環境負荷の

少ないもの、再生品などを優先的に使用するよう努める。 

 

 

○ 

 

○ 

 

  

⑨ 日頃適切な補修管理に努めるとともに、改築工事時には、大量の解体廃棄物が発

生するので、原則として分別解体を条件として発注し、発生した廃棄物ができるだ

けリサイクルされるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。 ○  ○ －  

⑪ 焼却炉の自然運転等により温室効果ガス排出量の削減を図る。  〇 〇   

基本的配慮事項５ 

 下水道資源の再利用や下水道における未利用エネルギーの有効利用に努める。 

個
別
事
項 

① 汚泥を資源として再利用する。（セメント原料、骨材等）   ○   

② 渇水時に処理水を活用する。   ○   

③ 汚泥焼却施設の廃熱を有効利用する。【再掲】 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 
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基本方向２ 

恵み豊かでうるおいのある環境の確保 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 ビオトープ創造に配慮した敷地内の緑化を推進する。 

個
別
事
項 

① 処理場内にせせらぎ水路や池などの水生動植物のための水辺空間を整備する。 ○ ○ ○ －  

② 処理場内で在来植生に配慮した植栽を考慮する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① 処理施設の上部を覆蓋し、植栽等による環境整備を促進する。 ○ ○ ○ －  

② 建物は周辺の景観と調和したデザイン、配色を行う。  ○    

③ さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生息・生育状況を把握

し、ビオトープ創造などにより希少野生生物の生息・生育空間の確保に配慮する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

基本方向３ 

県民等の自主的取組の促進 

 

配慮時期 チェック 

計
画
段
階 

設
計
・
施
工
段
階 

管
理
段
階 

該
当 

実
施 

基本的配慮事項１ 

 水環境の保全についての学習機会の場としての活用を図り、県民等の自主的取組の推進に配慮する。 

個
別
事
項 

① 親子下水道教室、下水道フェスタ等を開催する。   ○   

② 環境保全ポスター、作文、標語など普及啓発作品を募集する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的配慮事項２ 

 自然的要素の多い空間の創造に努めるとともに、周辺景観との調和を図る。 

個
別
事
項 

① パンフレットを作成する。  ○ ○   

② 広報紙、新聞、放送などのマスメディアにより情報を提供する。   ○   

③ 下水道局ホームページにより情報を提供する。   〇   

④ 下水道の日にあわせ情報を提供する。   ○   

⑤ 処理場、管渠等の現場見学会を実施する。   ○   

 実施率 

(ｂ/ａ(%)) 

合計 

(a) 

合計 

(b) 

100.0 4 4 

 

 

【記入方法】 

１ 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。 

２ 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。 
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総合評価 ５ 

 

【評価基準】 

５：実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。 

４：実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。 

３：実施率が、７０％以上である。 

２：実施率が、５０％以上７０％未満である。 

１：実施率が、５０％未満である。 

※ 総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値する措置の内容

 について、必ず記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業

 にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入する。総合評価が３

 以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 


